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未来共創イニシアティブ推進オフィス

中村 京春

カーボンクレジット市場形成にあたる論点共有と、

ICFの次年度活動計画
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⚫ 三菱総研は2017年4月※より「オープンイノベーションにより社会課題をビジネスで解決する」

をミッションとしたオープンイノベーションコミュニティ「未来共創イニシアティブ（ICF）」を運営

⚫ 社会課題研究、BAP（Business Acceleration Program）、未来共創プロジェクト等の活

動を軸に、毎年重点的に取り組む社会課題を定めて社会実装を目指す活動を実施

⚫ カーボンクレジットの活動は未来共創プロジェクトのテーマ別活動の１つ

⚫ 未来共創イニシアティブは2024年９月時点で、618の会員が在籍

（共創会員11、スタートアップ258、企業91、自治体145、賛助113）

MRIが運営する未来共創イニシアティブ（ICF）のご紹介

※設立時の名称は「未来共創イノベーションネットワーク」

社会課題リストの作成
社会課題解決型スタートアップを募集する

アクセラレーションプログラム（BAP）

社会課題解決型ビジネスの共創や政策提言

新市場形成を目指す未来共創プロジェクト

（カーボンクレジットに関する活動は

このうちの１つとして位置づけ）
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出所：経済産業省資料等を参考に MRI作成

主なカーボン・クレジット制度

第1回話題提供資料より抜粋

⚫ カーボン・クレジットは、その制度の運営主体により、政府や国連が主導する公的クレジットと、民

間主導のボランタリークレジットがある。

⚫ 排出量取引や炭素税など一部の国や地域の規制では、各制度で適格と判断されたカーボン・クレ

ジットが、その規制対応に活用可能とされている。

実施主体 主な制度 活用例

国際機関・
政府主導

国連機関 • クリーン開発メカニズム（CDM)
• パリ協定6条４項に基づくCDMの後継メカ

ニズム

• 一部各国規制への活用（炭素税オフセット
（南アフリカ、コロンビア等）、ETS規制への
活用（韓国等））

二国間 • 二国間クレジット制度（JCM)（日本）
• パリ協定６条２項に基づくクレジット制度

• パリ協定における自国の排出削減目標
（NDC）達成

• 温対法への活用（日本）

国内 • J-クレジット制度（日本）
• 排出削減基金（ERF)（豪州）
• タイ・自主排出量削減制度（タイ)

• 各国規制（温対法（日本）、ETS等）への活用

民間主導
（ボランタリークレジット）

• Verified Carbon Standard (VCS)
• Gold Standard (GS)
• American Carbon Registry (ACR)
• Climate Action Reserve(CAR)  

• 企業による自主的な活用
• 炭素税オフセット（南アフリカ、コロンビア、

シンガポール等）
• 一部ETS規制への活用（米国カリフォルニ

ア州等）
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ASEAN全体のカーボンプライシングの動向

第2回話題提供資料より抜粋

本資料に掲載されている情報は2024年9月時点の情報であることに留意
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ASEAN全体の炭素市場の動向

第2回話題提供資料より抜粋

本資料に掲載されている情報は2024年9月時点の情報であることに留意
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カーボン・クレジット市場の推移

出所： Carbon Pr ic ing  Dashboard ,  Wor ld Bank

⚫ カーボン・クレジットの発行量は、京都議定書第１約束期間の終了後は、ボランタリークレジットが

市場の中心に推移、２０２０年のパリ協定開始年を機に急増したが、２０２２年以降は減少傾向。

⚫ その背景に、カーボン・クレジットの質の問題や、クレジットを活用したオフセットやカーボンニュー

トラル訴求に対するグリーンウォッシュ批判など、NGOや投資家からの指摘があると考えられる。

パリ協定採択

京都議定書第１約束期間 ボランタリー 国際機関 政府

パリ協定実施

期間開始

（tCO2/年）

カーボンクレジットの発行量の推移

第1回話題提供資料より抜粋
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昨年度のICF活動の概要

2025年1-2月 3-4月

Deep-Dive
Workshop

6月 7-9月 10-12月

第1回

（6/12）

第2回

（9/20）

第３回

（11/29）

⚫ ICF会員へのヒアリング等を経て重要な課題・テーマを設定

⚫ 当該テーマにおいて最前線で活躍されている方をお招きし、パネルディスカッションを

通じて理解を深めていく「Deep-Dive Workshop」を開催

▲
共創活動
報告会

今期最終回

（本日）

2024年4-5月

▲
ICF企画説明会
（5/21）

共創会員中心

ヒアリング

参加者等への

ヒアリング

⚫ ICF会員を中心とした拡大コミュニティ（415名、約200の企業・団体）

⚫ 様々なプレイヤーの考え方・動き方の共有、共創アイデアの発見

⚫ カーボン・クレジットエコシステム内でのネットワーク構築（対面開催に拘る理由）

活動目標

活動メンバー

活動内容・スケジュール

話題提供資料 公開中
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昨年度のICF活動の成果

⚫ オフセット・インセットによる新たなビジネスモデルの挑戦

⚫ 二酸化炭素除去（CDR）クレジットによるネガティブエミッションへの挑戦

⚫ 質の高いカーボンクレジット市場の創出に向けたイノベーションを考える

⚫ カーボンクレジットのエコシステム創出に向けたアクションを考える

Deep-Dive Workshopで取り扱ったテーマ

Deep-Dive Workshopの主たる論点

⚫ カーボンクレジット市場は黎明期だが、今後現実的な脱炭素化へのニーズは高まり

有効な手法として存在感を増す。その中でも残余排出対応として二酸化炭素除去

（CDR）は必須に。

⚫ 海外が先行する※市場形成の初期段階のアクションを早期に政府・企業が共同で行

い、ノウハウ・事業機会の獲得による本格的な調達への備えが望まれる。

⚫ 認知向上、ルール形成、需要拡大を進めるためには、企業の連携や共創の取り組み

が不可欠であり、日本でも民間を軸としたエコシステムの構築が必要。

※例：US DOEが運営するCDR技術・市場拡大、起業家支援を目的ととした連邦政府が米国内の事業者からCDRクレジットを直接購
入するコンペティション「Carbon Dioxide Removal Purchase Pilot Prize」など
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今後のICF活動で目指すインパクト

⚫ カーボンクレジットに関わるステークホルダーが連携したルール形成への働きかけ

目指している社会的インパクト

出所・参考）経済産業省 「第８回 グリーンイノベーション戦略推進会議」資料４（２０２２年３月１８日） ※表内各数値は日本国における数値

出所・参考）みずほFG「カーボンプライシングとカーボンクレジットを巡る国内外の動向」（２０２３年６月２６日）

（参考）カーボン・ニュートラル達成に向けたCO2削減イメージ

※三菱総合研究所「カーボンニュートラル達成に向

けた移行の在り方」（２０２3年5月30日）より

⚫ 世界で約２億トン※に相当する残余排出量に対応する炭素吸収/除去技術（CDR）のイ

ノベーション促進とクレジットの利活用にも着目
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次年度のICF活動の項目

⚫ 市場活性化の要素として、①

需要創出、②技術革新、③資

金提供が存在すると仮定

⚫ 各社が連携して市場を活性

化していくためのアプローチ

の１つとしての政策提言

政策提言に向けた
エコシステムの構築

⚫ スモールスタートで良いので、

まずは市場への参加を促進

⚫ ポートフォリオ構築のような

マクロ的なものから、バック

オフィスとの調整も含めた実

務面でのノウハウ獲得が重要

需要家フレンドリーな場

（参考）三菱総合研究所によるカーボンクレジット活用

⚫ 第6回プラチナキャリア・アワード表彰式・記念シンポジウムのカーボンオフセット

⚫ カナダでの炭素除去（CDR）クレジット調達プログラムへの参画
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カナダで炭素除去（CDR）クレジット調達プログラムへの参加

⚫ カナダの慈善団体“MaRS”が提供する炭素除去（CDR）クレジットの調達を通じた、実務知見獲得を目的とした

プログラムへ日系企業連合で参画。

➢ カナダのスタートアップからCDRプロジェクトの提案を受け付け、それらをダウンセレクション・Pre調達の契約

を締結するまでのプロセスをMaRS・政府・認証機関等と共に行うもの。

Credit Purchase

Program

Educational

Program

Application
window

Eligibility
screening

Application 
review and due 
diligence

Applicant
interviews

OCT NOV DEC JAN FEB MAR

Contracting

Workshop#1-3
Intro to CDR

Workshop#4
Eligibility 
screening

Workshop#5
Due diligence

Workshop#6
Contracting & 
Delivery

Appl i cat ion  deadl ine Not i f i ca t ion  deadl ine

https://www.marsdd.com/media-centre/mars-partners-with-leading-japanese-consortium-to-accelerate-canadas-carbon-removal-industry/

Exterra Carbon Solutionsの風化促進技術 イメージ図



Copyright © Mitsubishi Research Institute 12

本日のスケジュール

カーボン・クレジット
のビジネス

昨年度の振返りと
ネクストアクション
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